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＜通所利用外来患者様情報＞

· 古舘　ヨリ様～3/6採血の結果を伝える。血糖274mg/dl　グリコ　8.2% 尿糖 (３＋)

　　　　　　　　 今回から、血糖降下剤(アマリ－ル2錠)追加。飴玉などを持ち歩き、発汗などの

症状があった時は舐めること・又、早目に受診する事を説明。

血圧144/80mmHg、体重66.0Ｋｇ。

· 赤坂　順市様～3/6糖尿病の検査施行し結果を説明。血糖値　112mg/dl　グリコ　6.7%

尿糖(＋)　体重　103kg　大雪降った日の除雪については「しなかった」と話している。

· 松永　勘五郎様～睡眠、食欲は大丈夫ですか?に「ハイ」と返答。大雪の日の除雪について

「やった」と話している。一通り、話が終えると「いいですか?いいですか?」

と何度か立ち上がろうとされている。

＜外来患者様情報＞

・青木　紀子様～30歳。統合失調症。平成22年3月10日受診時、苛々したり、ソワソワしたりして落ち着かない感じがあり、大声を出したくなる事が4～5回/1Wあるとの事で頓服薬を処方していた。３月12日頓服薬を飲んでも落ち着かないとの電話があり、受診を促し、本日受診される。「ソワソワして落ち着かず、気がおかしくなってしまいそう」と話している。抗不安薬を臨時処方とし、次回3月16日(火)受診予定としている。

· 高橋　道隆様～新患。78歳。パ-キンソン病型認知症。八戸西病院からの情報提供書持参。妻・　

　　娘様同伴。平成21年9月20日転倒し、両上肢の痺れが強く八戸市立市民病院・整形外科入院。(頚髄損傷と診断)整形入院中、嚥下障害も増強し、経管栄養開始。平成21年10月13日パ-キンソン病のフォロ－アップとリハビリを目的に八戸西病院に転院。転院後、認知症状が強く、同院の神経内科医のアドバイスで、抗パ-キンソン薬を減量し、抑肝散・セロクエルで対応し、平成21年12月19日自宅退院となる。退院後、不眠・物を盗られた・妻への嫉妬妄想が強い為、当院での診察を希望され受診。HDS-R　10点。八戸西病院からの処方に抗精神病薬・睡眠薬を追加処方するが、過鎮静が見られた時は、当院に電話する事を説明。

・大久保　美智子様～45歳。抑うつ神経症。平成22年3月12日当院初診されている。11:30八戸警察署より「本日、10時過ぎ位に、本人と子供2人で車ごと舘鼻の海に落ち、八戸市立市民病院に搬送されているが、車中から、当院の領収書が見つかったので、どのような事で受診していたのか確認したい」との電話がある。本日の外来担当医(安ヶ平先生)に報告・確認後折り返し電話し、受診までの経過・主訴・病名・薬について情報提供する。現在、母は大丈夫だが、子供が危篤状態であるとの情報がある。
















